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㊥新入会員横田庄司君紹介　（推薦者）森田清治君

住　　所　鶴岡市家中新町9－4

生年月日　昭和16年7月14日（38才）

奥　　様　蕗子様　昭和22年11月24日生

長男　捗　君　若葉幼稚園

長女　純子さん　　　ケ

勤務先　東京海上火災保険株式会社

鶴岡支社長

趣　　味　ヨット、ゴルフ

横田庄司君ご挨拶

只今ご紹介いただきました、東京海上の横田でご座います。

本日、入会させて頂きました。若輩ですが、一生懸命やりたいと思います。

何卒よろしく、お願い致します。

小松広穂君

1．理事会決議事項

ィ、石川青少年奉仕委員長は永らく病気療養中ですが、まだ若干の療養を要す

るとの事でしたが、奉仕活動計画が目前に迫って居り、空白は不可との決

論で、菅原辰吉君を青少年委員長に、又青少年委員長を兼務とする事に決

定。石川寿男君ほ青少年委員会所属とする。
ロ、新会員の横田庄司君の所属はS．A．Aとする。

2．R．Ⅰニュースより

1070年7月1日現在152ヶ国18，257クラブ

推計851，500人のロータリアン

1978～1979　51ヶ国544のクラブが誕生

3．委員会活動について

もっと活発にやって頂きたい。

1．例会変更の御知らせ
皆川英二君

新庄R．C　公式訪問のため9月7日の例会を9月4日　P．M12：30

新庄信用金庫本店に変更



遊佐R．C　　9月4日の例会を裸心会（親睦会）のため、9月4日

P．M6：30　於丸咲臣　会費4，000円

鶴岡西R．C　9月7日の例会をⅠ．Cとの親睦ソフトボール大会のため

9月7日　P．M5沌0　大山楼　会費4，000円

2．庄内分区各R．Cの活動報告書・活動計画書を御覧なりたい方は山下さん迄。

3．会報到着石巻R．C、台中港区R．C

◆誕　　生　　祝

㊥会員誕生　石原　　惇君　　少池繁治君　　本山　　弥君

菅　　　健君　　高橋正太郎君　　上野三郎君

◎奥様誕生　三井糸様（徹）三井順子様（賢二）本山京子横　波会芳様

◆皆　出　席表彰

◎年間皆出席

15年間皆出席　早坂源四郎君

14年間皆出席　三井賢二君

㊥8月125％出席

3名　張君、三井（徹）君、佐藤（順）君

桓）8月100％出席　　51名

秋野君、阿蘇君、阿部（裏）君、阿部（与）君、安藤君、藤川君、早坂（源）君、半

田君、飯自君、五十嵐君、石井君、石黒君、板垣（俊）君、板垣（広）君、市川君、

風間君、川村君、小池君、小松君、三浦君、三井（賢）君、三井（健）君、皆川君、

嶺岸君、宮沢君、迎田君、本山君、森田君、中江君、中野君、西海君、野村君、

小野寺君、斎藤（得）君、佐藤（昇）君、佐藤（忠）君、佐藤（衛）君、佐藤（友）君、

新穂君、菅原君、菅君、鈴木（善）君、鈴木（弥）君、丹下君、手塚君、富樫君、

上野君、内山君、鷲田君、山口君、吉野君

◆エテパリ君帰国について　　　　　　　　　　　　石黒慶之助君

エテバリ君には、3日程前に日本に帰りました。1年有余留守にした、祖国イ

ランの状況を只今執筆中ですので、10月2日の例会にご報告したいと希望してお

りますので、どうか、皆様ご承知いただきたく、お願い致します。



◆ゲストスピーカー村田久忠君の紹介

プログラム委員長　安藤定助君

本日のスピーチをお願いする村田久忠君を御紹介します。

村田君は、当市収入役村田久芳氏の長男（小生の甥）で高校当時からボランテ

ィア活動に情熱を燃やし、地域の友達に呼びかけ「双葉に太陽の会」と云うボ

ランティアグループを作り奉仕に励み、東海大学を卒業℃て当市教育委員会に

勤務の傍ら、第5学区内に「稲穂スポーツ少年団」を結成し、全国大会に出場

する等、又昭和49年には山形県青年海外派遣に選ばれて欧州6ヶ国を巡り、国

際親善と理解を深める等、将来を期待される好青年でございます。

この度、日独スポーツ少年団同時交流のため、全国160名が西独に派遣され、

その山形県代表として指導者を代表し、団員代表鶴岡、上ノ山各1名と共に派

遣され、その任を立派に果たして帰って参りました。

それについてこれからスピーチをお願いすることにしました。

◆　ゲストスピーチ

第6回日独スポーツ少年団同時交流に参加して

第5学区　稲穂スポーツ少年団

指導者　村田久忠君

私は、山形県スポーツ少年団団員、指導者20，000人の代表として全国から選

ばれた団員140人、指導者20人の仲間とともに、日独スポーツ少年団同時交流

に参加しました。この同時交流事業は、リーダー養成の一環として16才～21才

の団員を対象に、昭和49年度から始められ、今年で第6回を数えてい驚す。

7月19日に日本を出発し、8月13日、日本に帰るまでの26日間、兄弟のよう

な親しさをもったドイツの人々に心からの歓迎を受けました。3日間の全体プ

ログラム後、グループ行動に移り、私たちは東北班として、指導者2名、団員

13名、計15名でヘッセソ州ホーフガイスマー市に9泊、バーデソ州ドッセソハ

イム市に7泊（うち国際ユースキャンプ4泊）計16日間にわたる地方プログラ

ムで交流しました。

交流する中で、見るもの、聞くもの、肌で感じるもの、すべてが勉強になり

ましたが、一番の思い出はホーフガイスマー市での民泊生活でないかと思いま

す。団員の希望としては、1軒の民泊家庭に2人ずつという希望でしたが、

ホーフガイスマー市に着くなり、民泊家庭との顔合わせで、1軒に1人ずつの

民泊ということを知らされたときの団員の顔色の青さは、今でもはっきりおぼ



えています。しかし、そんな不安も、民泊先の暖かい受け入れで、次の日には

もとの顔色に戻っていました。民泊先には、同じ年令層の子供がおり、長期休

暇期間にもかかわらず、家庭でのもてなしのみならず、全日程を通じて、団員

のパートナーとして交歓交流に参加してくれ、兄弟のような親しさになりまし

た。

9日間という短い期間にもかかわらず、別れるときには、「別れに涙あり」

の言葉のごとく、ほんとうに涙での別れになりました。言葉のちがいを超越し、

心と心のふれあいが出来たことは、忘れることの出来ない思い出として、将来

ある団員の心のささえになっていくものと確信しています。

私自身、多くを学び、多くの友を得た貴重な体験を今後共、スポーツ少年団

活動を通じ、次代を担う青少年の育成に努力していきたいと思うとともに、自

分の専門分野であるスポーツ、体育、レクリェーション学についても、一層勉

強し、西独に負けない国民総スポーツに向けて、がんばっていきたいと思いま

す。

◆国際奉仕について　　　　　　　　　　　　委員長　丹下誠四郎君

国際奉仕活動の現況を報告せよ、とのことで、去る7月24日（火）の地区協

議会の模様などを交えて、お話ししたいと思います。

国際奉仕委員会の役目、目的とするところは、奉仕の理解と親睦を深め、平

和増進のために各委員会が、それぞれの分野で、充分活動し、目的を達成する

事にあると思います。国際奉仕5つの委員会は、それぞれに、内外共に活躍し

ておりますので、その現況を順次報告して参りたいと思います。

①　国際青少年委員長は、藤川享胤君で、現在交換学生の、ジョン君は、三井

先生宅にお世話になっております。毎日元気で頑張っており、身心共に健

康そのものです。今後の交換学生受入れには、従来にも増して、ご協力を

頂きたいとの事であります。

②　ローークリ【財団委員長は佐藤昇君で、目下の処、優秀な小学生を育成する

ことが急務で、又、財団補助金利用者を、地元大学に働きかけて、大いに

利用していただくようにし、又一面、財団への寄附も奨励していただくた

め、奇数月の第3例会日を＝財団協力の日＝と定めて、会員一人300円以

上の献金をお願いしたいとのことです。

③　米山奨学委員長張紹淵君においても、偶数月の第3例会日を＝米山奨学の

協力の日＝と定め、コイン・スマイルをお願いしたいとのことです。

④　世界社会奉仕委員長野村敏行君は、開発途上国に対し、世界は一つであ

るという事で、特に今年は、ロータリー創立75周年記念という事で3Hプ



ログラムについて、大いに協力して欲しいとの事です。

又、今年、マチド・クラブはフイリッピソのミンダナオの、トイースト・

カガヤソデオPR．Cで、W．C．Sアジアに健康と希望をということで、

アジア100円献金を皆さんに協力していただきたく思います。

⑤　国際親睦活動委員長吉野勲君は、姉妹クラブ、マチド・クラブとの相互の

親睦と理解を促進するためとロータリーの友ミ　ミ会報ミ等の交換及びバ

ナー、クリスマスカード等の交換を大いに実施して、目的達成に役立つよ

う努力したいと思います。

以上を国際奉仕各委員会の中間報告と致しまして、今後共皆様方のご協力

を切にお願いして終わります。

）


